
平成 29 年度第 1 回元気な地域づくりを考える首長研究会 

〜「光明遍照」資本主義経済に真の幸福をもたらす自治体政策について〜 

 

開催趣旨： 

 当研究会では、「元気づくりシステム」（高齢者の健康維持増進政策）をまちづくりに活かす“実践例”

について、同システムに取り組む全国 6カ所の自治体（福島県伊達市、栃木県市貝町、三重県いなべ市、

三重県玉城町、広島県北広島町、熊本県南関町）とともに、その他の関係自治体の皆様と連携しながら

研究を深めて参りました。この機会を実践的課題解決に取り組む全国の首長、及び政策担当職員の皆様

と共有して、超高齢社会をポジティブに捉えた住民目線の政策研究を深める場とすると共に、同システ

ムの全国普及を図りたいと存じます。 

 皆様の積極的な参加をお待ちいたしております。 

 

＜研究会＞ 

日 時：平成 29年 5月 18 日(木) 13:00〜17:30 

会 場：PhilPort（フィルポート）会議室（添付の地図をご参照下さい） 

東京都港区新橋 2-20-15 新橋駅前ビル 1 号館 4 階 03-6280-6540 

主 催：一般社団法人元気なまち協創日本、一般社団法人元気づくり大学 

後 援：厚生労働省（予定） 

対象者：自治体の首長及び政策担当職員、元気づくりシステム普及団体関係者、他 

≪元気づくり大学からの報告≫ 

Part1 元気づくりシステム普及最前線からの報告・検証 

 市貝町“システム導入の汎用性”（人材確保とシステム構築） 

 玉城町“システム活用の先駆け”②（総合支援事業をシステムで見える化） 

 システムコーディネーター３０日研修（全国地域キャンパスでの学びから） 

Part2 元気づくりシステムの経済性と活用 

 健幸都市づくり戦略から見えてきたこと—高齢者の思いやり、優しさの活用— 

 元気づくりシステムを“まちづくりシステムへ”—新たなまちづくりツール— 

出席者：日沖 靖（三重県いなべ市 市長）、仁志田昇司（福島県伊達市 市長） 

入野正明(栃木県市貝町 町長)、辻村修一（三重県玉城町 町長） 

箕野博司（広島県北広島町 町長）、佐藤安彦（熊本県南関町 町長）他（以上予定） 

座 長：大平利久（元気づくり大学 学長）、浜田靖彦（元気なまち協創日本 代表理事） 

会 費：２，０００円（研究会参加費及び資料代） 

定 員：６０名 

＜情報交換会＞ 

時 間：18:00〜20:00 会 場：ビアダイニングライオン汐留店 

会 費：５，０００円（情報交換会参加費） 

問合せ：一般社団法人元気なまち協創日本代表：浜田靖彦 TEL：03−5614−0782 

メール：hamada@kyoso-nippon.org



平成 29 年度第 1 回元気な地域づくりを考える首長研究会 

会場のご案内 

 

＜首長研究会＞ 

会場名：PhilPort（フィルポート）会議室 

住 所：〒105-0004 東京都港区新橋 2-20-15 新橋駅前ビル 1 号館 4 階 

連絡先：03-6280-6540 

 

＜情報交換会＞ 

会場名：ビアダイニングライオン汐留店 

住 所：〒105-0021 東京都港区東新橋 1-5-3 旧新橋停車場内 

連絡先：03−5568−7536 

 

研究会会場地図（意見交換会会場は研究会会場から徒歩 3 分です） 

 

 

研究会会場の PhilPort（フィルポート）会議室は、地下通路の利用が便利です。 

JR 新橋駅汐留口（地下）から、改札を背にまっすぐ正面に向かって地下街の中を進みます。 

突き当たりの新橋駅前ビル B1F 入口を入り、奥に進むとエレベーターホールがありますので、 

4 階へお上がり下さい。 

 

＜当日連絡先＞ 

０８０−５３８７−１５５９ 一般社団法人元気なまち協創日本 代表 浜田靖彦 


